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アブストラクト： 
 
エンタテインメントとしての「本」をとりあえず別にすれば、本という存在は、社会が知識

を共有するための手段の一つであったということが議論の出発点となるべきであろう。この出

発点にまで戻る必要がある理由は、電子計算機というよりはインターネットの登場によって、

社会の知識共有について考える枠組みが全面的に変化したということである。20世紀において
は放送という手段が付加されたものの、紙にインクで印刷され製本された近代の本という媒体

に依存した知識共有は、インターネットといういわば不可視の媒体によって、つまり、ほとん

ど媒体の存在を意識させることなしに実現することが可能となったのである。社会が知識を共

有することなしに存続不可能であることは自明であるが、それが本あるいは印刷物という媒体

に依存していたことによってどのような可能性と制約をもっていたかということはまだ明らか

になっていない。この講演の第一の目的は、この点を明らかにすることであり、タイトルもそ

の趣旨を表現している。とくにその際、本による媒介が、本の製作・流通という「もの」的側

面によって知識の共有を促進するとともに抑制していたかもしれないということは重要である。 
したがって当然、第二の目的は、インターネットによる知識共有の様態が、本によるその様

態をどのように変化させ、あるいは置き換えるかということである。本の存在そのものが抑制

していた側面をインターネットの登場が排除するものであるならば、話は簡単であるが、この

部分を検討するためにどのようなことを考慮すべきであるかについて、残念ながら結論には至

らない議論を示すことにとどめる。 


